
令和４年第４回当別町議会定例会一般質問通告一覧 

令和４年１２月定例会 

順序 議員名 要 旨 

１番 
佐々木常子 

（一問一答方式） 

１ がん対策について 

【質問のねらい】 

 がん検診や医療の進歩などにより、生存率も伸び、仕事など社会活

動をしながら治療している方も増えている。アピアランスケアが重要

と考えるが伺う。 

【質問項目】 

(1) 手術や抗がん剤の治療などにより、外見の変化がおこる場合があ

る。再発の心配や副作用などがある中、社会生活をおくる上で外

見の変化は心の大きな負担となる。 

アピアランスケアの支援は重要である。考えを伺う。 

(2) 近年、AYA 世代のがん患者がふえている。自分で発見できる乳が

んの自己検診として、がんグローブを「はたちのつどい」に配布

するのは、若い世代が、がんの早期発見の意識付けに有効と考え

るが伺う。 

 

２ 補聴器の必要性について 

【質問のねらい】 

65 才以上の５人に１人が認知症を発症すると言われている。聞こえ

が悪いと認知症のリスクが増えると言われている。 

【質問項目】 

(1) 認知症防止のため、補聴器を適切に用いるような働きかけが有効

なのではないか。伺う。 

(2) 補聴器は高額なので助成が必要ではないか。伺う。 

 

３ AED について 

【質問のねらい】 

AED の使用にあたって傷病者が女性の場合、電極を胸に張り付ける

のをためらう場合がある。三角巾を用いる事で素早い救命活動につな

げることができる。 

【質問項目】 

(1) 心肺蘇生は１分１秒を争うことから、ためらわないよう AED に三

角巾の配備をしていく事が必要ではないか。伺う。 

 

４ 防災対策について 

【質問のねらい】 

感染症対策４品の備蓄状況が石狩管内８市町村のなかで当別町が

４品目とも不足と報道されていたが、現状と計画について聞く。 

【質問項目】 

(1) 今後の備蓄や災害発生時の調達を予定・検討となっていたが、現

状と今後の計画を伺う。 

(2) 自助としての各自の備蓄がまだ手薄なようである。働きかけなど

必要ではないか。 



２番 
稲村 勝俊 

（一問一答方式） 

１ 次代につなぐ農業政策を！ 

【質問のねらい】 

持続可能な当別町農業のため、地域農業の課題共有、課題解決等の

進め方を考えることが重要。また、当別町農業の方向性について、将

来的な課題の対応策や今後の方向性を示す必要があると考える。 

【質問項目】 

(1) 農業を取り巻く環境が厳しさを増している中、地域を支える人の

価値観、考え方が多様化している。共に生きて行くために歩み寄

っていかなければならない。地域農業の課題共有、課題解決の進

め方について伺う。 

(2) 水田活用直接支払交付金見直しのルールが定まっていない農業

政策の転換期にあって当別町農業にとっても大きな転換点にな

る。次代を担う農業経営者の中長期的な水田営農の展望を持てる

ように、将来的な課題の対応策や今後の方向性を示す必要がある

のではないか。 

３番 
澁谷 俊和 

（一問一答方式） 

１ ロイズ新駅開設に関連して 

【質問のねらい】 

 人口増との関係で住宅誘致を進める計画があるのか。 

【質問項目】 

(1) 計画があれば具体的に明らかにしてもらいたい。 

(2) ロイズ工場・道の駅周辺の道路に名称（呼称）をつけることを町

広報で報じられたが、地域住民の中から湧き出て初めて効果が生

まれてくるのではないか。町費を使ってそこまでやる必要がある

のか疑問。 

 

２ 町営住宅問題について 

【質問のねらい】 

 大雪など、どんなことがあっても、安心して暮らせる町営住宅を望

んでいるが、第２期町住長寿命化計画今後 10 年を計画期間としてい

るが遅すぎるのでは。 

【質問項目】 

(1) 入居希望者に対する窓口職員の対応について適切な受け答えを

されているのか。 

(2) 第２期町営住宅等長寿命化計画では、今後 10 年間を計画期間と

するとなっているが、これでは入居者及び今後入居を希望する町

民の願いと乖離している。もっと早く出来ないのか。 

 

３ 豪雪時の除排雪問題について 

【質問のねらい】 

 昨年２月の豪雪時、役場内に対策本部も設置されず、大混乱を招い

たが、この反省から今年の体制について。 

【質問項目】 

(1) この反省から、今年はどのような体制をとるのか。 

(2) 太美町 1455 番地の雪堆積場設置は、時宜に適っており、大いに

歓迎する。これで住民の不安は少しは解消されると思うが、本町

を含めて、今後の対応具体策をどう考えているか。 

 



４番 
鈴木 岩夫 

（一問一答方式） 

１ 新型コロナウイルス感染症対策について 

【質問のねらい】 

第８波に加えインフルエンザの流行が懸念されている。この間、本

町においても感染が急拡大している。社会経済活動を止めずに感染拡

大を抑制する方策について伺う。 

【質問項目】 

(1) 高齢者施設職員などすでに実施されている定期頻回検査を保育

所職員や教職員にも拡大すべきと考えるが町長の考えを伺う。ま

た、子どものいる家庭への抗原検査キットの無料配布を実施して

はどうか、町長の考えを伺う。 

(2) 介護が必要な高齢者への医療体制について、高齢者施設入居者や

自宅居住者が入院を含め速やかに対応が受けられるようになっ

ているか伺う。 

(3) 第８波に加えインフルエンザの流行が懸念される中、診断・治療

を受けられる町内の医療体制は確保されているか伺う。また、そ

れに伴う医療機関への負担や一般診療の制限などの影響が表れ

ていないか伺う。 

(4) 負担が増大している医療機関・介護施設に対する追加支援を実施

する考えがあるか伺う。 

 

２ 当別農業の発展について 

【質問のねらい】 

農業の危機が拡大している。基幹産業である農業を守る方策につい

て伺う。 

【質問項目】 

(1) 基盤整備が進んでいない地域や均平にするための投資能力が十

分でない農家が少なくない状況での５年ルールは現実的ではな

い。少なくても 10 年 20 年先を見通せる政策が求められる。国に

求めるべきと考えるが伺う。 

(2) 食料自給率向上のため基盤整備が急がれる。農家の自己負担を軽

減するために町として支援すべきと考えるが伺う。 

(3) 食料自給率の向上と合わせてブランド化・６次化も「儲かる農業」

を次代に引き継ぐためには大きなウエイトを占める。６次化の取

り組みの見通し含め進捗状況を伺う。 

 

３ ゼロカーボン推進計画について 

【質問のねらい】 

策定中のゼロカーボン推進計画について伺う。また、風力発電所計

画は、方法書から準備書段階に差し掛かっている。計画に懸念を抱く

町民から不安な声も出ている。 

【質問項目】 

(1) ゼロカーボン推進計画に基づきエネルギーの自給・省エネに向け

て町民の理解・協力を得るための方策について伺う。 

(2) 風力発電所計画事業者による国への申請過程で国土利用計画法

に抵触する状況があったり、住民説明会における不誠実な対応な

ど好ましくない事業者と懸念しているが、町長の認識を伺う。 

 

 



４ 介護保険制度改定について 

【質問のねらい】 

３年に１度の介護保険制度見直しに向け議論している社会保障審

議会の内容が伝えられ介護の負担増・給付削減が心配されている。影

響について伺う。 

【質問項目】 

(1) 第７期計画から開始された「地域支援総合事業」の総括した結果

を踏まえ、第８期ではどのように推進されていて、現時点では、

どのような状況なのか伺う。 

(2) これ以上の負担やサービスの低下を招かないよう国に求めるべ

きと考えるが伺う。 

５番 
山﨑 公司 

（一問一答方式） 

１ マイナンバーカードの現状について 

【質問のねらい】 

2016 年１月マイナンバーカードの交付、運用スタートしている。マ

イナ保険証の運用がスタート。22年度末にほぼ全国民のカード取得を

目指すとあるが町内の現状を質す。 

【質問項目】 

(1) マイナンバーカードの町民に対する普及促進の更なる周知と申

請増への施策又現在の交付率はどのようになっているか伺う。 

(2) 来年４月から全ての医療機関・薬局にマイナ保険証の対応を義務

付ける。町内の関係機関などにマイナ保険証の対応システム導入

の指導をしているのか伺う。 

(3) マイナカードの取得を希望しない人への対応、カード紛失・盗難

の場合の『なりすまし』や個人情報流出の懸念をどのように対応

するのか伺う。 

(4) カードを取得したくない、高齢者の手続きが出来ないなどマイナ

保険証を持たない人が保険証廃止後にどのように保険診療を受

けられるのか伺う。 

 

２ 通園バスの現状について 

【質問のねらい】 

 静岡県にある認定こども園で起きた通園バスの死亡事件が発生し

た。国は、来年４月に子どもの所在確認や安全装置の設置を義務付け

する緊急対策を発表している。町内の現状と対応を質す。 

【質問項目】 

(1) 町内の認定こども園・幼稚園の送迎バスの送迎ルートや人数につ

いての現状把握について伺う。 

(2) 国が実施した緊急点検では、約 10％が乗降時に子どもの人数チェ

ックを徹底していなかった。町内では、どのように日頃確認チェ

ックをしているのか伺う。 

(3) 早急な安全装置の導入についてどのように現状考えているか伺

う。 

 

３ 新年度予算編成の重点項目について 

【質問のねらい】 

令和５年度は、総合計画と創生総合戦略の４年目になり、新型コロナ

による影響を踏まえ新たな社会づくりを先導する取り組みを検討す

る事が重要。考えを質す。 



【質問項目】 

(1) ３年続く新型コロナウイルス感染症拡大の影響で企業収益や個

人消費が低迷している。町税・交付金等歳入についてどのように

想定されているのか伺う。 

(2) 人口減少対策として、子育て世代への支援の中で学校給食・出産

祝い金の支給等総合的に効果ある魅力ある施策立案に取り組む

と前回の一般質問で答弁があったが、どのように検討されたか伺

う。 

(3) １年前に質問しているが、歳入の改善を目指し、受益者負担のバ

ランスの観点から公共施設の使用料見直しに前進があるのか伺

う。 

① 児童・生徒は、現在有料だが、無料にならないか。 

② ６５歳以上の高齢者は無料だが、管内の他の施設は有料であ

る。対象年齢の見直しと有料にしてはどうか。 

③ ６５歳以上の町外の利用者は、無料だが管内の他の施設と同様

に町内の倍額に見直しが必要。 

④ 施設の利用の申し込みが必要なテニスコート・団体で使用する

パークゴルフ場・野球場・サッカー場については適切な使用料

を設定してはどうか。 

 

４ 『ロイズタウン駅』周辺の今後の開発について 

【質問のねらい】 

３月１２日、ロイズタウン駅が開設し、持続可能な当別を目指す為、

札幌に最も近いメリットを最大限生かした町づくりをどのように展

開していくのか質す。 

【質問項目】 

(1) 2030 年までの世帯・人口数値目標について。 

(2) 企業誘致・事業誘致の可能性について。 

(3) 居住環境の充実について。 

(4) 駅周辺の公共施設を含めた都市機能の充実について。 

(5) 再生可能エネルギー活用の可能性について。 

(6) 駅前広場のイベント等の有効な利用について。 

(7) 雇用創出、企業立地による税収の確保について 

(8) 検討事項のタイムスケジュールを作ってはどうか。 

６番 
佐藤 立 

（一問一答方式） 

１ 地域全体を俯瞰したまちの賑わいづくり 

【質問のねらい】 

役場新庁舎の機能検討が進む今こそ、地域全体を俯瞰して、コンパ

クトで持続可能な市街地を形成するというグランドデザインを具体

化する必要がある。また、教育行政において継続的な課題である待機

児童と、通学かばんの重さ及びデジタルツールの活用についても伺

う。 

【質問項目】 

(1) エリアとしてのまちの賑わいづくり機能について 

① 新庁舎建設検討委員会において、複合化を行わない方針が示さ

れた場合でも、町として引き続き検討していくものと理解して

よいか。 

② 公共施設が「町の活性化に貢献する」具体的な姿を、「町民に

親しまれ、子育て世代と北海道医療大学生を中心として多くの



人が集い、地元商業者の売り上げが増える」と定義してはどう

か。 

③ エリアとしてのまちの賑わいづくりのために、町民参加で検討

する公開の場を設け、合意形成を図ることが必要ではないか。 

(2) 待機児童について 

① 待機児童を生じさせないために教育委員会として行ってきた

取組は何か。 

② 保育需要の増減を正確に予測するために、今後の園児数の基礎

となりうるデータをこども園運営法人と共有しているのか。 

③ 保育士確保を支援するためには、既存の支援制度の拡充などの

方策を検討する必要があるのではないか。 

(3) 通学かばん（ランドセル）の重さについて 

① 通学かばんの重さ対策は、教育委員会として継続して取り組む

べき重要な課題であると考えるがどうか。 

② デジタル教科書や AI ドリルなどのツールを全児童生徒の端末

への導入に速やかに取り組む必要があるのではないか。 

７番 
古谷 陽一 

（一問一答方式） 

１ 農業の発展をめざして 

【質問のねらい】 

 基幹産業の農業が安心して生産活動を行うため基盤整備は必要で

ある。地域の課題を関係機関に訴える必要がある。 

【質問項目】 

(1) 水田活用の直接支払交付金見直しへの対応 

町独自の対応も検討すべきと思う。また、関係機関に訴えること

も必要。 

(2) 当別町農業総合支援センターの活動強化を 

新規就農者の希望に支援を。また、受入れ態勢研修体制の整備を。 

 

２ 当別町の活性化対策について 

【質問のねらい】 

 地域の特性を把握し調和のとれた新しい賑わいのスポットを創出

する考えはないか。 

【質問項目】 

(1) 商店街の活性化対策について 

出店、店舗改装などに対する独自の支援制度も必要と思うが伺

う。 

(2) 市街地活性化に向けた土地利用について 

庁舎建設と商店街活性化を誘導するコンパクトシティーを実現

する考えはないか。 

(3) 更に人を呼び込む施策について 

とうべつ学園が開校し、子育て世代の方が多く移住されている。

この波に乗って学園周辺で開発行為を行う考えはないか。 

 

３ 除排雪体制について 

【質問のねらい】 

 雪を克服しなければならないという町民の思いは強い。 

【質問項目】 

(1) 他市町村の体制と比較すると不十分なところも多いと考えるが、

情報収集、調査、研究はどのように考えているか伺う。 



４ 姉妹都市との学校交流の推進について 

【質問のねらい】 

 歴史的に強い結びつきのある姉妹都市との交流は意義深い。 

【質問項目】 

(1) 積極的に小学生、中学生の学校交流を実現することが姉妹都市の

絆を深めると考えるが、見解を伺う。 

 

【計７人、３時間３０分（１人３０分計算）】 

 

 

 

 

  

 


